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１．緒言
　近年，急速な技術の進化により，人工知能
（Artificial Intelligence：AI）は様々な分野で新た
な可能性を切り開いている．また，大規模言語モデ
ル（Large Language Models：LLM）の登場により，
多くの分野で大きな革新がもたらされている．その
代表格である ChatGPT1）は，OpenAI が開発した自
然言語処理モデルで，対話型のチャットサービスを
提供している．ユーザーはプロンプトと呼ばれる入
力領域に文字を入力し，ChatGPT は確率的に適切
な回答を生成して返信する．文法や意味の一貫性を
保ちながら，自然な形で応答を行い，過去のプロン
プトも考慮して返答を生成する．利用者はユーザー

登録を行い，無料版では GPT-3.5を使用でき，有料
版の ChatGPT Plus では GPT-4.0を利用可能である
（2024年3月時点）．ChatGPT は多様な利用が可能
であり，幅広い知識と詳細な回答能力から，様々な
教育手法として活用されている2-4）．そのため，医療
分野の資格試験対策などの学習に対する活用の期待
も高まっている．
　しかし，医療分野の学習において ChatGPT を
活用する際の課題は，誤情報への懸念である．本
研究では，医療情報技師能力検定試験を対象に，
ChatGPT を活用した学習支援システムの有効性を
検証する．文部科学省5）も生成 AI の適切な利活用
の重要性を指摘しており，教育現場での事例共有と
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　大規模言語モデル（Large Language Models：LLM）の登場により，多くの分野で大きな革新が
もたらされている．その代表格である ChatGPT は OpenAI が開発した自然言語処理モデルであり，
対話型のチャットサービスを提供している．幅広い知識と詳細な回答能力から，医療分野の資格試験
対策などの学習における活用が期待されている．しかし，医療分野の学習において，ChatGPT の回
答の精度や活用法が不透明なため，不正確な情報や誤った返信が発生する確率の検証や，正しい回答
を得る確率を向上させるための質問文の模索，医療分野の資格試験対策などの学習における活用法を
検討する取り組みが求められる．この問題を解決するため，ChatGPT を活用した学習支援システム
を開発し，今回は特に，医療情報分野の学習における有効性を検証することを目的とした．今回開発
したシステムでは，ChatGPT API を利用して学生の問い合わせや要望に対して迅速な対話形式の返
答を提供する機能，さらに分野ごとに回答内容を保存する辞書作成機能を実装した．このシステムは
医療情報技師能力検定試験を受験する学生を対象に使用し，評価を行った．その結果，全体的に高い
評価を受けたが，回答の長さや正確性に関する課題が浮き彫りになった．ChatGPT（GPT-3.5）の回
答の正確性や適切性は61％であり，誤回答の約7割は学生の質問の仕方に，約3割は ChatGPT のデー
タセットの問題に起因していた．この結果から，ChatGPTを医療情報分野の学習に活用する際には，
ChatGPT における教育やユーザーガイドラインの作成，医療情報学用データセットを整備する仕組
みの構築が重要であることが示唆された．
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指針の整備が求められている．
　よって，本研究は，ChatGPT を活用した学習支
援システムを開発し，今回は特に，医療情報分野の
学習における有効性について検証をすることを目的
とし，筆者らが対策に取り組んでいる医療情報技師
能力検定試験を対象とする．本検定試験は，試験科
目が，医学・医療系，情報処理技術系，医療情報シ
ステム系の3系に分かれており，医療情報分野の知
識を修得していることを証明する資格試験である．
合格には3系それぞれにおいて基準点を満たす必要
があるため，全国の合格率が40% にも満たない難
易度の高い資格試験である6）．また，医療情報分野
は急速に進化する分野であり，正確な情報の理解
が資格試験の合格に直結する．本研究を通して，
ChatGPT を活用した学習支援システムが医療情報
分野の学習にどれほど有益であるかを明らかにする
ことで，医療分野の教育における ChatGPT 活用の
新たな役割を果たす可能性を追求する．

２．方法
　ウェブアプリケーションやサーバーサイドのスク
リプト言語として，広く利用されている言語の一
つである PHP を用いて，ChatGPT を活用した学習
支援システムを開発する．そこに ChatGPT API を
組み込むことで，学生の問い合わせや要望に迅速
に対話形式で ChatGPT が返答することができる機
能の実装を可能とした．実装した機能の画面を図1
に示す．また，ChatGPT が返答した内容を，分野

ごとにシステム内に保存できる辞書作成機能も追
加した．回答を保存する画面を図2，保存した回答
を確認する画面を図3に示す．これらの機能を総じ
て，AI 機能と呼ぶ．また，医療情報技師能力検定
試験の過去問題を解く機能も搭載している．このシ
ステムを A 大学の医療情報技師能力検定試験を受
験する学生（18名）を対象に資格試験対策として使
用し，有効性の評価を行う．使用期間は2023年7月
24日～8月20日とした．評価方法は，学生からのア
ンケート調査を通じて，AI 機能に対する評価の収
集を行うこととした．また，データベースに格納し
ている ChatGPT と学生とのやり取りのログを使用
し，正確性や適切性を医療情報分野における2名の
専門家がチェックすることで評価を行う．具体的
には，専門家は ChatGPT の回答が医学的・情報学
的根拠に基づき正確で，学生の質問に対して医療情
報技師能力検定試験に関連した内容の回答を提供し
ているかどうかを基準に，ログを通じて1つ1つ確
認し，評価を行う．ChatGPT のモデルは，Web 上
で無料で使用できるため，学生が日々使用してい
るモデルである点，API 使用料が GPT-4.0に比べて
安価な点から GPT-3.5で検証した．なお学生には事
前に ChatGPT のメリット，デメリットを伝達し，
学生と ChatGPT のやり取りのログを残したデータ
ベースを逐一確認する体制をとった．誤回答を見つ
けた場合は，その都度対象学生に対して Microsoft 
Teams のチャット機能を通じて誤回答を訂正する
ことで，学習に支障をきたさないように配慮した．

図１　学生の問い合わせや要望に対話形式でChatGPT が返答する機能の画面
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３．結果
　医療情報分野の学習における ChatGPT を活用し
た学習支援システムの有効性を，アンケート調査に
よる評価と ChatGPT の回答の正確性や適切性の評
価に分けて報告する．
３．１　アンケート調査による評価
　ChatGPT を活用した学習支援システムが医療情
報系の資格試験対策に効果的であるかどうかを評価
するために，5件法で回答する質問を設定した．そ
の5つの項目の結果を図4に示す．いずれも5件法の
回答の割合を円グラフで示している．また，自由記
述で回答する質問を設定した4つの項目の結果を図5
に示す．
　図4より，「AI 機能は使いやすかったですか」「回
答の速度は満足いくものでしたか」という質問に対
して，すべての学生が「そう思う」「ややそう思う」

と回答した．「回答や説明は理解しやすかったです
か」という質問に対して，約9割の学生が「そう思
う」「ややそう思う」と回答した．「回答を辞書に保
存する機能は満足いくものでしたか」「AI 機能は今
後の医療情報系の資格試験対策にも使いたいと思い
ましたか」という質問に対して，約8割の学生が「そ
う思う」「ややそう思う」と回答した．
　図5より，「AI 機能はどういう場面で利用しまし
たか」という質問に対して，学生は「その用語につ
いて，テキストなどで調べて理解できなかったとき」
「インターネットで調べてみてもよく分からなかっ
た単語を調べるとき」「気になった単語を手軽に調
べたかったとき」などと回答した．「どういう回答
の時に辞書に保存していましたか」という質問に対
して，学生は「重要であると判断したとき」「理解
しやすい内容が返ってきたとき」「説明が分かりや

図２　回答を保存する画面（辞書作成機能）

図３　保存した回答を確認する画面（辞書作成機能）
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図４　AI 機能に対するアンケート結果（5件法）（N=18）

すくて，見返したい回答が返ってきたとき」などと
回答した．「AI 機能があるおかげで，助かったこと
はありますか」という質問に対して，学生は「手軽
にすぐに調べることができた」「教科書やインター
ネットで調べる手間が省けた」「教科書を使わず手
軽に調べられてよかった」などと回答した．「AI 機
能で困ったことや改善点はありましたか」という質
問に対して，学生は「文章が長くて，分かりづらい
ものがあった」「中国語で表示される」「回答が正し
くなさそうなものがあった気がする」「難しい内容
だったものがいくつかあった」などと回答した．
３．２　ChatGPT の回答の正確性や適切性の評価
　ChatGPT と学生とのやり取りのログを，医療情

報分野の2名の専門家が確認し評価を行った．チェッ
ク対象を医療情報分野（医学・医療系，情報処理技
術系，医療情報システム系の3系に関する質問）に
限定し，ChatGPT の回答が医学的・情報学的根拠
に基づき正確であるか，また学生の質問に対して医
療情報技師能力検定試験に関連した内容の回答が提
供されているかどうかを基準として評価を行った．
評価した結果，全体の質問数147に対して正確性や
適切性が61％であった．また，質問内容の8割が分
からない単語を問う質問であり，残りの2割がガイ
ドラインの内容を問う質問であった．医療情報分野
における分野ごとの質問数を表1に示す．表1より，
医学研究に関する質問が最も多く寄せられていた．
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Q︓AI機能はどういう場面で利用しましたか 
 
 
A︓ 
・その用語について，テキストなどで調べて理解できなかったとき 

・インターネットで調べてみてもよく分からなかった単語を調べるとき 

・気になった単語を手軽に調べたかったとき 

・分からない単語があったとき 

Q︓どういう回答の時に辞書に保存していましたか 
 
 
A︓ 
・重要であると判断したとき  

・回答を見て，覚えておいた方がいいなと思ったとき 

・理解しやすい内容が返ってきたとき 

・説明が分かりやすくて，見返したい回答が返ってきたとき 

・欲しい回答が返ってきたものは全て登録した 

Q︓AI機能があるおかげで，助かったことはありますか 
 
 
A︓ 
・手軽にすぐに調べることができた 

・教科書やインターネットで調べる手間が省けた 

・教科書を使わず手軽に調べられてよかった 

・調べても分からなかった単語の意味を理解することができた 

Q︓AI機能で困ったことや改善点はありましたか 
 
 
A︓ 
・文章が長くて，分かりづらいものがあった 

・中国語で表示される 

・回答が正しくなさそうなものがあった気がする 

・難しい内容だったものがいくつかあった 

図５　AI 機能に対するアンケート結果（自由記述）（N=18）

　誤回答を引き起こした原因を質問の仕方の問題と
データセットの問題に分け，それぞれの詳細の誤回
答数と割合を示したものを表2に示す．質問の仕方
を再構築して，質問したことで正しい回答が得られ
た質問を「質問の仕方の問題」，質問の仕方を再構
築しても正しい回答が得られなかった質問を「デー
タセットの問題」にしている．誤回答の約7割は学

生の質問の仕方に起因しており，約3割は ChatGPT
のデータセットに問題があったことにより起因して
いた．質問の仕方の問題を細分化すると，質問の仕
方により起因している質問の48％が医療分野以外で
も使用される単語に対して，「医療」や「医学研究」
などの文言を付与せずに質問しているため，学生が
求める回答を得られていなかった．これらの質問に
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表１　医療情報分野における分野ごとの質問数

表２　誤回答を引き起こした原因とその詳細別の誤回答数と割合

分野 質問数

医学研究 44

医療プロセス 15

医療制度 14

臨床医学 13

医療システム 10

看護 10

検査 10

情報技術 10

診療記録 7

医療経営 7

その他 7

合計 147

対して，キーワードとして「医療」や「医学研究」
を冒頭に加えて質問することで，意図に沿った回答
が得られた．また，40％は漢字のみ，または英語の
みの質問であったため，回答が中国語や英語で返さ
れるケースが見られたが，「〇〇について教えてく
ださい」など日本語を加えることで日本語の正確な
回答が得られた．13％は構文に不備があり，カタカ
ナやひらがなが不自然に混ざっている，不要なス
ペースが含まれている，または疑問形になっていな
いなどの問題が含まれていたため，学生が求める回
答を得られていなかった．これらの質問に対して，
表記を統一し，構文を疑問形に変更するなど適切に
修正することで，意図に沿った回答が得られた．デー
タセットの問題を細分化すると，データセットの問
題により起因している質問の39％は日本独自の取り
組みに関する質問であり，33％はガイドラインの内
容を問う質問であり，28％はその他の質問である．
誤回答を起因した質問とその回答の例を項目ごとに
まとめたものを図6に示す．図6の ChatGPT の回答
は最初の部分だけを抜粋している．

４．考察
　学生からのアンケート調査では，全体的に高い評
価を示した．AI 機能は使いやすく，回答の速度や
説明の理解が満足いくものであるとの回答が得られ
ていた．また，自由記述回答から，学生は特に，イ
ンターネットや教科書で調べても分からなかった単
語や手軽に単語を調べたい時に AI 機能を利用し，
教科書やインターネットで単語を調べる手間が省け
るといった意見が挙げられていた．これらから，
ChatGPT を活用した機能によって，学生は迅速か
つ容易に必要な情報を得ることができ，その手軽さ
や迅速な回答提供が学習支援システムのユーザーエ
クスペリエンス（User Experience：UX）向上に
寄与していると考えられる．また，質問内容の8割

が分からない単語を問う質問であったことから，学
生は主に分からない単語を調べるために使用してい
たことが示唆される．
　ChatGPT が回答したものをシステム内に保存す
ることができる辞書作成機能は約8割の学生が高評
価を示しており，自由記述回答から，学生は特に，
ChatGPT の回答が重要であると判断したときや，
理解が容易であり，将来的に見返したい回答が返っ
てきたときに辞書作成機能を使用していることが分
かった．ChatGPT を活用した学習支援システムに
辞書作成機能を追加することは，学習支援システム
の更なる有益性を向上させる方向に寄与することが
示唆される．ChatGPT の回答が手軽に保存できる
ことで，学生は時間をかけずに効果的な情報の蓄積
が可能となり，学習の時間効率が向上し，効果的な
学習環境が整備される．資格試験対策なら，分野別
に保存できるようにすることで，さらに利便性が高
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図６　誤回答を起因した質問とその回答の例を項目ごとにまとめた図
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いものになると考えられる．
　一方で，「AI 機能で困ったことや改善点はありま
したか」という質問に対して，回答の長さや，理解
しにくい回答が返ってくるといった課題を指摘して
いる．これらは，ChatGPT を活用した学習支援シ
ステムを教育現場で活用するにあたって，改善点と
して考慮すべきポイントである．回答の長さや理
解しにくい回答が返ってくるといった課題に対して
は，ChatGPT が生成する回答のトークンの最大数
を設定できるため，最大数を短くするといったプロ
グラムが必要であると考えられる．また，「簡潔に
分かりやすく答えてください」といった文言を質問
文の最後に自動付与するようにプログラムで設定す
ることで，より効果的になると考えられる．
　また，回答の正確性への疑念といった課題を指
摘しており，ChatGPT と学生とのやり取りのロ
グを医療情報分野の専門家が確認し，評価を行っ
た結果が示す通り，医療情報分野の学習における
ChatGPT の回答には一定の改善の余地があること
が示唆された．誤回答を引き起こした原因を分析す
ると，誤回答の約7割が学生の質問の仕方に起因し，
約3割は ChatGPT のデータセットが問題で起因し
ていることが明らかになった．
　質問の仕方の問題は，医療分野以外でも使用され
る単語に対して，「医療」や「医学研究」などの文
言を付与せずに質問しているケース，漢字のみ，ま
たは英語のみで質問しているケースが回答の不正
確性の主な原因であった．よって，「医療」や「医
学研究」や「〇〇について教えてください」などの
特定のキーワードを自動付与するようにプログラ
ムで設定する必要があると示唆された．また，寺
岡7）は ChatGPT 活用に対するガイドラインを策定
することで，ChatGPT が有効な教育支援ツールに
なると挙げており，朴ら8）は韓国で ChatGPT を，
大学生を対象に学習に活用させた時の指摘内容9）か
ら，質問またはプロンプトの提示能力が非常に重要
であり，質問を生成する訓練を，生徒が ChatGPT
を活用する前に行わなければならないこと，教員
は倫理的ガイドラインを開発して共有し，過度に
ChatGPT に依存しないように指導しなければなら
ないと指摘している．これらから，ChatGPT にお
ける教育，質問の仕方の訓練や誤回答を起因する質
問をもとに作成したユーザーガイドラインの提供を
することで，回答の正確性や適切性がさらに向上す
ると示唆された．ユーザーガイドラインの例とし
ては，「医療」「医学」「〇〇について教えてくださ
い」といったキーワードを加えて質問内容を明確
にすること，また「簡潔に」「具体的に」といった

文言を付け加えて回答の形式を指定することが挙げ
られる．さらに，不要なスペースや不自然なカタカ
ナ・ひらがなをなくし，標準的な日本語表現を用い
ることで，質問内容が正確に伝わるような工夫も
提案する．また，松田10）は ChatGPT の問題点とし
て，「入力するデータが学習に使用され , 外部に漏
れる危険性」を挙げており，ネットリテラシー，情
報の取り扱いなどの教育も重要である．そのため，
ChatGPT を教育現場に活用するには，文部科学省
の「初等中等教育段階における生成 AI の利用に関
する暫定的なガイドライン」11）が示す通り，教員側
がメリット，デメリットを把握するなどの一定の
AI リテラシーが必要であると考えられる．
　データセットの問題は，特に日本独自の取り組み
に関する質問やガイドラインの内容に関する質問
に対して，ChatGPT が正確な回答を提供できてい
ないことが多かった．ChatGPT，特に GPT-3.5のモ
デルを医療情報分野の学習に利用するには，その
分野に特化したデータセットの整備が必要である
と考えられる．特に日本独自の取り組みや医療制
度やガイドラインに関する知識が GPT-3.5のモデル
の ChatGPT のデータセットに不足しており，英語
圏以外の国の情報が特に不足している可能性が示唆
された．データセットの問題であった質問につい
て，モデルを GPT-4.0に変更して検証した結果，ガ
イドラインの内容に関する質問を除いた質問で正確
な回答が生成されていた．日本の医師国家試験に限
定した研究でも，GPT-4.0は過去六年分の問題で合
格水準に到達したという報告12）の通り，GPT-4.0の
方が回答の精度は優れており，GPT-3.5は未整備な
部分が多かったため，医療情報分野の学習において
も，GPT-4.0の方が適切だと言える．しかし，ガイ
ドラインの詳細な内容に関する質問で回答が正確で
はなかった点，2024年3月現在，ChatGPT のデータ
セットは2022年1月1）までのデータしか持っていな
い点，また，松田10）は ChatGPT の問題点として，
「生成される文章の正確性が保証されていない」
「データにバイアスが含まれる」を挙げている点
から，ChatGPT のデータセットに医療情報に関す
るガイドラインのデータや2022年以降の最新のデー
タを中心に医療情報学用のデータセットをリアルタ
イムで整備する仕組みを構築するといった対策が
最適な解決策だと考えられる．どのモデルでも，
ChatGPT を医療情報分野の学習に利用するにあ
たって，データセットの整備は必要不可欠である．
専門分野の言語資源を教師データとして準備し，
ファインチューニング†1）する研究13-14）は実施されて
おり，専門知識をファインチュ－ニングすることの
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有用性が証明されている．医療情報学用のデータ
セットを ChatGPT のモデルにファインチューニン
グすることで，ChatGPT がより適切かつ正確な回
答を提供できるようになると考えられる．そうなる
ことで，学生が医療情報分野の学習において，より
正確な知識を得ることができ，ChatGPT を活用し
た学習支援システムの質の向上が期待される．しか
し，医療情報学用のデータセットを ChatGPT のモ
デルにファインチューニングするためには，医療情
報分野に精通した専門家の協力が不可欠であり，こ
れは適切なデータセットの整備という重要な課題を
示している．さらに，医療情報分野は常に更新され
ており，最新の情報を反映するためにはデータセッ
トを定期的に更新する仕組みが必要となる．これら
の課題を考慮すると，多大な時間，労力そしてコス
トがかかることは避けられない．そのため，これら
の課題を解決するため，大規模なプロジェクトとし
て計画し，適切なリソースを確保する必要があると
考えられ，現時点において実現性は低いと言わざる
を得ない．
　また，仮にデータセットの整備やファインチュー
ニングが実現した場合においても，ハルシネーショ
ン†2）のリスクを完全に排除することは困難である．
ゆえに，ハルシネーションが発生する可能性がある
ことを学生に認識させることが重要であり，ファ
クトチェックをするなどの対策が必要である．例え
ば，ファクトチェックの簡易な方法として，質問を
そのままキーワードとして Google で検索し，複数
の信頼性のあるソースを照合する仕組みを提供する
ことが現実的である．この方法により，学生は自動
化された検索結果を基に情報の正確性を判断しやす
くなると考えられる．さらに，質問に対する回答の
信頼性を自動的に評価し，参考文献や追加情報を提
示する機能を追加することも，より高度なファクト
チェック対策として有効である．この際，信頼に足
る情報ソースの選定は重要であり，そのためのアル
ゴリズムの設計が鍵となることが考えられる．
　とはいえ，「AI 機能は今後の医療情報系の資格試
験対策にも使いたいと思いましたか」という質問に
対して，約8割の学生が満足と今後の利用意向を示
しており，ChatGPT が学生にとって有益で将来的
な活用が期待されることが示唆された．今後，医療
情報分野の知識獲得において有望な手段になると考
えられ，学習支援システムと ChatGPT が連携する
ことで，より効果的で主体的な学習環境を提供する
ことが期待される．

５．結語
　本研究では，ChatGPT を活用した学習支援シス
テムの開発とその有効性について検証を行った．そ
の結果，医療情報分野の学習における ChatGPT の
有効性が示され，学生からは高い評価を得ることが
できた．しかし，回答の長さや理解しにくさ，正確
性への疑念といった課題も明らかになった．これ
らの課題に対する改善策として，ChatGPT におけ
る教育，ネットリテラシー，情報の取り扱いなどの
教育はもちろん，質問の仕方の訓練や ChatGPT 活
用におけるユーザーガイドラインの作成が必要であ
ることが示唆された．また，医療情報分野における
データセットはまだ未整備な部分があるため，医療
情報学用データセットといった，専門的なデータ
セットを整備する仕組みの構築が必要であることが
示唆された．また，ハルシネーション対策として，
ChatGPT を活用した学習支援システムを使用する
際には，学生に ChatGPT の回答を鵜呑みにせず，
必要に応じて他の情報源と照らし合わせるなど，情
報の取り扱いや質問の仕方に注意を払うよう指導す
ることを徹底していきたい．加えて，学生が簡易に
ファクトチェックを行える仕組みを実装し，回答の
信頼性を評価するためのツールの提供や参考文献や
追加情報を提示することで，学生へのハルシネー
ションの啓蒙を図ることも検討していきたい．
　今後の展望として，医療情報学用のデータセット
の整備や，誤回答を避けるためのプログラムの修正
によって，学習支援システムの AI 機能の質がさら
に向上していくことを期待したい．また，学生から
のフィードバックを反映し，システムの使いやすさ
や機能性を向上させることも重要である．本研究
は，一部の学生から得られたデータを基に評価を
行ったが，参加者の人数が少ないため，より多くの
学生からのデータを集め，結果の信頼性を高める必
要がある．そのため，今後も，使用人数を増やし，
ChatGPT を医療分野の資格試験対策などの学習に
効果的に組み込む方法を模索し，機能向上を行って
いく予定である．集まったデータをもとに，ユーザー
ガイドラインの作成，ChatGPT の使い方による学
生への教育にも着手していく．
　本研究は，ChatGPT を活用した学習支援システ
ムの可能性を示す一例であり，今後もこの分野の研
究が進むことで，より効果的で主体的な学習環境の
提供が期待される．医療情報分野だけでなく，他の
分野においても，ChatGPT のような AI ツールを
活用した学習支援が広がることが期待される．
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注
†1） ファインチューニングは，既存の学習済みモデルに独自のデータを追加して再学習させる技術であり，これによっ

てモデルは新しい知識を取り入れ，カスタマイズされた性能を持つように調整される．竹内ら15）はLLMについて，
ファインチューニングと呼ばれる特定のタスクに特化した訓練を追加することで，テキスト分類・生成や感情分析，
文章要約といったさまざまな自然言語処理タスクに適応できると言及している．

†2） LLM におけるハルシネーションとは，事実に基づかない情報を生成する現象を指す．ハルシネーションは大きく
2つに分類され，学習に用いたデータとは異なる事実を出力するケースと，学習に用いたデータには存在しない事
を出力するケースに分けられる．ハルシネーションの原因は，データ，訓練，推論の三つの段階それぞれにあり，
各段階において LLMがどのように知識を獲得し使用するかに深く関連しているとする報告もある16）．
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Abstract

　The emergence of Large Language Models (LLMs) has brought about major changes in many fields. ChatGPT, a 
natural language processing model developed by OpenAI, provides an interactive chat service. With its wide range 
of knowledge and detailed response capabilities, ChatGPT is expected to be used for learning in the medical field, 
for example, in preparation for certification exams. However, the accuracy of ChatGPT’s answers and its utilization 
in learning in the medical field is unclear. Therefore, we developed a ChatGPT-based learning support system, and 
the purpose of this study was to verify its effectiveness in learning in the medical information field. The developed 
system implements a function to provide quick interactive responses to students’ inquiries and requests using 
ChatGPT API, as well as a dictionary creation function that stores responses for each field. This system was used 
and evaluated for students taking the medical information Technician Proficiency Test. The results showed that the 
survey received high marks overall, but highlighted issues related to the length and accuracy of the responses. The 
accuracy and appropriateness of ChatGPT (GPT-3.5) responses were 61%, with approximately 70% of the incorrect 
responses due to the way students asked questions, and 30% due to problems with the ChatGPT data set. These 
results suggest the importance of education and user guidelines for ChatGPT users and the establishment of a 
system to maintain datasets for medical informatics when ChatGPT is used for learning in the medical information 
field.
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